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グリーン・エネルギー・マーク表示ガイドライン 
 

財団法人日本エネルギー経済研究所 
グリーンエネルギー認証センター 

 
（目的） 
第１条 本ガイドラインは、グリーン・エネルギー・マーク使用権に基づいたグリーン・エネルギー・

マーク（以下、マークという）の表示方法を定めたものである。 
（マークの仕様） 
第２条 グリーンエネルギー認証センターから送付される印刷データを縮小または拡大して使用す

る。ただし、マークが変形するような縮小を行うことはできない。 
２ マークの色は変更することができるが、パンフレット等の印刷物に使用する際には、別紙１

に示す印刷データと同じ色とする。マークの同一性を損なうような色の変更を行うことはで

きない。 
（マークに充当されるグリーン電力相当量） 
第３条 マークを添付する際にマーク使用者は、製品の製造等に要した電力量に対し、グリーン電力

相当量を１０％以上充当しなければならない。 
（グリーン電力相当量充当の説明） 
第４条 消費者等が、マークを添付した製品等にグリーン電力相当量が充当して製造されたことを明

確に判るように、マークの近い位置に、文字又は記号による説明を記載するものとする。文

字の記載スペース等により、文字又は記号による説明を省略する場合には、ホームページ・

説明書等に説明文を記載するとともに、グリーン・エネルギー・マーク使用許諾申請書にそ

の理由を明記してグリーンエネルギー認証センターの承認を得なければならない。 
２． 説明文には、別紙２に準じてグリーン電力相当量による充当割合が明確になる表現とする

ものとする。消費者が説明文を識別できるよう、その文字の大きさに配慮しなければなら

ない。また充当したグリーン電力相当量の電源種別が判別できる表記を行うものとする。 
３． 電源種別の表記に記号を用いる場合には、以下の定義を用いるものとする。 

Ｐ：太陽光 
Ｂ：バイオマス 
Ｗ：風力 
H：水力 
G：地熱 

（広告・宣伝活動における表示等） 
第５条 グリーン・エネルギー・マークを添付した製品等の宣伝・広告に際しては、グリーンエネル

ギー認証センターに、別紙４に基づき、以下の項目を届出なければならない。 
① グリーン・エネルギー・マークの使用者及び連絡先 
② 使用目的 
③ 使用内容（マークを何につけるか）（マークをどこで使うか）等 
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（別紙１） 
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（別紙２） 
ガイドラインの条件を満たす説明文の例 
①単独の電源による発電の場合 

【基本形】 

この製品の製造における
電気の○○％は、太陽光
発電で賄われています。

この製品の印刷における電
気の○○％は、グリーン電力
（風力）で賄われています。

 
【記号と文章を併用する形】 

この製品の製造にお
ける電気の○○％は、
グリーン電力で賄われ
ています。

Ｗ

 
（注）「グリーン電力」とのみ説明文に書く場合は、必ず記号で電源種別を明記すること。 

【スペースが限定され、説明文等を省略する形】 

製造１００W
 

（注）説明文を付けず、記号のみを使

用する場合は、いかなる工程で使

ったのか、使用割合、電源の種類

を明記する。 

 （注）「記号を使用」、「記号・文章使

用せず」の場合は、説明文を HP
等公衆の目に触れる媒体に明示

すること。 
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②太陽光を含む複数の電源の場合 

【基本形】 

この製品の製造における電
気の１００％は、ｸﾞﾘｰﾝ電力
（太陽光５０％、バイオマス
５０％）で賄われています。

 
（注）複数電源によりグリーン電力を充当する場

合、太陽光発電を含むならば、その割合を表

記すること。 
 

【記号と文章を併用（グリーン電力 100%の場合）】

この製品の製造における電
気の１００％は、グリーン電力
で賄われています。

Ｐ９０Ｂ１０

 
（注）「グリーン電力」とのみ説明文に書く場合は、

必ず記号で割合を明記すること。 
 

【記号と文章を併用（グリーン電力が 100%に満た

ない場合）】 

この製品の製造における電
気の６０％は、ｸﾞﾘｰﾝ電力で
賄われています。

Ｐ４０Ｂ20

 
（注）全体のグリーンエネルギーの使用割合が

60％の場合、足して 60 となるように電源種別

の割合を明記すること。 

【スペースが限定され、説明文等を省略する形】

印刷100P60W40
 

（注１）説明文を付けず、記号のみを使用する場

合は、いかなる工程で使ったのか、使用割合、

電源の種類と割合を明記する。 
（注２）「記号を使用」、「記号・文章使用せず」の

場合は、①単独の電源による発電の場合に準

じること。 
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③太陽光を含まない複数の電源 

【基本形】 

この製品の製造における電気
の１００％は、風力及びバイオマ
ス発電で賄われています。

この製品の製造における電気
の１００％は、ｸﾞﾘｰﾝ電力（バイオ
マス・風力）で賄われています。

 
（注）複数電源によりグリーン電力を充当する場合、太陽光発電を含まなければ、その割

合を表記しなくともよい。 
【記号と文章を併用（グリーン電力 100%の場合）】 

この製品の製造における電気
の１００％は、ｸﾞﾘｰﾝ電力で賄わ
れています。

ＢＷ （又はＢ６０Ｗ４０）

 
（注）「グリーン電力」とのみ説明文に書く場合は、必ず記号で電源の種類を明記する。 

【スペースが限定され、説明文等を省略する形】 

製造100BW
（又は 製造100B60W40）

 
（注１）説明文を付けず、記号のみを使用する場合は、いかなる工程で使ったのか、使用

割合、電源の種類と割合を明記する。 
（注２）「記号を使用」、「記号・文章使用せず」の場合は、①単独の電源による発電の場

合に準じること。 
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（別紙４） 
グリーンエネルギー認証センター 御中 
 
 

グリーン・エネルギー・マーク使用届出書 
 
 

平成○年○月○日 
 

（使用届出者）○○ 

○印  
 
グリーン・エネルギー・マークを下記のとおり使用しますので、その使用について届出致します。 

 
記 

 
１． グリーン・エネルギー・マ

ークの使用者及び連絡先 
 

 

２．使用目的 
 

 

３．使用内容 
（マークを何につけるか） 
（マークをどこで使うか）等 

 

 
 なお、上記届出内容に疑義が生じた場合は、速やかにグリーンエネルギー認証センターの指示に従う

と共に、グリーン・エネルギー・マークの使用に伴い、第三者に対して何らかの経済的・社会的問題が

発生した場合には、すべて申請者の責任で対処することとし、グリーンエネルギー認証センターに対し

て一切の責任分担を求めないことを約束いたします。 
 

以 上 


